
資 料

ジュフロワ・アーケード通り１）

――「パリ歴史散策」（８）――

ジ ョ ルジュ・カン 著

金 柿 宏 典＊ 訳注

１８２９年８月８日土曜日，真夜中頃，善良なパリ市民たちは， ―― 息苦しい暑さ

のため ―― 掻き氷を作ったり，新鮮なレモネードをモンマルトル大通り２）のカフェ

のテラスで飲んだりしていたが，広い歩道を野次馬で一杯になるのを見て大変驚いたの

である。しかもその数は刻一刻と増加していった… 群衆は特に１０番地の家の前に集っ

てきた。散策者たちには良く知られていた六階建のこの館は，多くの音楽家や演劇関係

者が住んでいるので，「芸術家の家」Boîte des Artistesと呼ばれていた３）。今日のジュフ

ロワ・アーケード通りである。

女性たちは舞台衣裳を，オーガンディ製の白衣や刺繍され「うすいサテン」Satin

Vapeurで裏打ちされたインド・モスリンのオーバーを着ていた。ほとんどすべての女

性が襞のついたバチスト白麻上布のケープかガーゼ製の，桜色か白色のスカーフを纏っ

ていた。帽子は本物の花束や金鎖や額を飾る真珠の鎖で飾られていた。彼女たちの櫛は

高級品のべっ甲だった。

男たちは，オペラハットを被り，「略式の夜会服」demi−soiréeの服，緑の銀梅花色

の服をこれみよがしに着ていたが，それは「烏の目」oeil de corbeauつまり空色で，錦

織模様のさまざまな陰影をつくる絹のチョッキの上で大きく前を開いているものだっ

た。長ズボンは白いカシミヤである。ヴェネチア風の一種の外套を肩は羽織っていた。

（図版 A）
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オペラ座から出て来たようなすべての人々は，実際オペラ座帰りなのだが，時々刻々

と増加する群衆の中に苦労して道を切り開いた。有名人の個人用馬車，特別行事用の四

輪馬車，二輪馬車，広場の一頭立の二輪馬車が道路を占領していた。夜会服を着た美し

い夫人方がよりよく見るために馭者の席に坐っていた。「小柄な馬丁」les tigresは立ち

上って手綱を短く持ち，鉄のくつわを搖らしている馬を制御していた。秘密を知らない

連中は不安気に互いに尋ね合っていた。目を丸くして，物見高い群衆は近寄って言葉を

交わしていた。 ―― そしていつの時代でも物見高い群衆はパリに多いのかは神のみ

ぞ知る！ 何が起るのか？ 何があるのか？…（図版 B）

間もなく，好奇心が倍加されたのは，ドルオ街４） ―― グランジュ バトリエール

街５）とも呼ばれていた ―― から，身なりの良い男の一団が，緑色のサージの布と黒

い箱にかくされた奇妙な形の荷物を持って入って来たからである。この新参者たちは

１０番地の前に集合し，サージの布をとき，箱をあけて，そこからチェロ，トロンボー

ン，コルネット，ハープ，ヴァイヨリンなどの楽器を取り出したのである… どうにか

こうにか，やっとのことで，彼らは道路や歩道に座を占め，「ラ… ラ… ラ…」と調

音し始めた。オーケストラの指揮者アブネック６）が登場する。群衆は拍手をし，事態を

理解した。オペラ座が，「ウイリアム・テル」Guillaume Tell７）の作者で光輝ある巨匠ジャ

コモ・ロッシーニ８）を祝福しようとしたのである。その作品の初演は五日前に王立音楽

アカデミーの舞台で行われ，万雷の拍手を浴びたのである。ロッシーニはこの有名な

「１０番地」の三階に住んでいた。オーケストラ，芸術家，オペラ座の観客たちは，彼

に敬意を示す家の前での演奏オーバードを奏したのである。甘美な星空の夜，この着想

は新鮮で魅力的だった。喜び感謝したパリは「ペサロ９）の白鳥」Cygne de Pesaro の栄光

を賛美しようとしたのである。アブネックの合図で ―― 中国風の巨大な影がまばゆ

い光の商店の上にくっきりと浮かび上り ―― オーケストラは「ウイリアム・テル」

の前奏曲を演奏した。人々の拍手はガラス窓を震動させ，ダバディ１０），ヌーリ１１），ルヴァ

スール１２），この作品の輝かしい三人の歌手が「誓い」Serment の有名な三重唱を歌い出

した時，熱狂は絶頂に達したのである。次は正に時宜にかなったカンタータ１３）の番だっ

た。 ―― なんというカンタータ！ ―― 翌日パリを去らねばならない巨匠の名誉

のため「一人のアマチュア」が作曲したものなのだ！

故郷の空は，ああ！
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私たちの風土にあなたがいるのを羨む

あなたは私たちから去るが，あなたの天才は

私たちから去ることはない。

… …

あらゆる窓に見物人が鈴生りだった。各人が拍手し，喚声をあげていた。ただアパー

トのみが頑なに闇の中だった。この祭典の主人公の部屋が。ロッシーニは礼讃の祝祭に

参加しないのだろうか。その理由はすぐ判明した。滑稽極まりない理由だった。警察は

秩序を確保しようと大至急に態勢を整え，群衆が大通りに侵入するのを防止するためア

パートに近づく道路を封鎖しなければならなかった。このバリケードにより押し戻され

た群衆の中に，一人の男が人々に通してほしいと嘆願し，警官の独裁的態度をみて怒り

狂い，大きく身振り手振りをして奮闘していた… これこそロッシーニ本人だったので

ある。彼は叫んだが無駄だった。「私がロッシーニだ，私がいなければ始まれんぞ，通

してくれたまえ」，警官たちは異口同音に答えた。「貴方がロッシーニですと，冗談もい

い加減にしてくれたまえ，もう何度も我々に同じことを言った連中がいるんですぞ…

もううんざりしてるんだ，静かにしないと，交番に連行するぞ！」この巨匠が立入禁止

区域に押し入るのに協力し，この人気者を彼の賛美者たちの熱狂した群衆に返すために，

警察上層部の命令が必要だったのである。（図版 C）

＊
＊
＊

（この土地の地主の名である）ジュフロワ通りになる前に，モンマルトル大通りのこ

の１０番地は，既に何度も変更を遂げてきた。１８世紀末，ここはクロザ館１４）の野菜畑の

飛び地で，館の庭はテラスになっていて，通りの反対側，即ち大通りに広がっていた。

ここで狩をした律儀なデュパンおやじに言わせると，１８０５年，「ここは野原だった」と

の事である。事実，１８１０年頃まで，大通りはパリ市外の，いわば延長にすぎず，この

市外地で野菜農家がキャベツ畑や葡萄畑をつくっており，グランジュニ バトリエール

の沼沢地の近くでは，馬や豚の群が放牧されていた。地平線にはモンマルトルの風車が

廻っていた。
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１８２０年頃，モンマルトル大通りは人口が増加する。多くの芸術家たちがそこに住み

つく。マルス嬢１５），ヴァリエテ座１６）のお馴染みの役者ブリュネ１７），アルナル１８），ギリア・

グリジ１９），アルフォンス・カール２０），音楽家のアルベール・グリザール２１）らである。そ

して１０番地の建物はトルコ大使館つぎにロシアの親王テュフィアキンの館になった後，

有名な「斜頸」torticolisの大金持ちの貴族が，１８２９年にこの建物に住んだ事は「芸術

家の家」で述べた通りである。ロッシーニ，ボワルディユー２２），カラファがここに住ん

でいた。［原注：ロベールのビロードに似せた壁紙工場は，マルス嬢が住んでいた家の

近くだった（図版 D）

ロッシーニとカラファは，この時期，昔はトルコ大使館やテュフィアキン親王の館だっ

たボワルディユーの住宅の中に自分たちの部屋を所有していた。

このロシア親王は，ルイ フィリップ治世下では，秘書としてジョルジュ氏を傭って

おり，彼はほとんど至る所に親王と同行し，車には向い合って坐っていた。

病弱のため，テュフィアキンは頭を右肩の上にひどく傾けていた。彼の秘書は，親王

と話をするために首を伸ばさざるを得ず，おそらくへつらいのためか，向い合って同じ

ように首を曲げていたのである。彼の肩は頭にクッションの役をした。二人が並んで歩

く時，ジョルジュ氏の右手は親王の左手を支えるので，二人は話せなかった。向きを変

える時，二人の頭がぶっかるので，通行人の笑いを誘った。

ジュフロワ通りは，１８４８年に完成すると，テュフィアキンの旧宅を横切ったのであ

る。 ―― 『大通りの歴史』Histoire des Boulevards，ルフーヴ著（１８６３）］。

この家は，１８３６年に解体され，その跡地に，１８４６年，ジュフロワ通りが開通する…

ルイ フィリップの治世の終り頃，アーケード街が流行になる。流行の最初からジュフ

ロワ通りは最も輝かしい成功を収めた。豪華な大邸宅がこの通りを縁どり，その十四の

窓は大通りに面して開いていた。この通りには，仕立屋，下着屋，「ビリヤード」のあ

るカフェ，貸本屋，美容室などが多くのイルミネーションを輝かしていた。

１８５１年，ここは４０万フランの価値のある「金塊」lingot d’orを見ようと，野次馬で

ごったがえしていた。この金塊は大評判になっている宝くじの一等賞で，五千人の労働

者をカリフォルニヤに無料で移住させるための７００万フランの資金を得るためだった。

「金塊」は台座に安置され，その前を敬意を示しながらも騒々しく，群衆が通り過ぎ

ていった… 口やかましい連中は金額の巨大さを絶賛し，紙幣を出したのである。「ユ

ニヴァーサル・バザー」bazar universelが広い地下室を使用していたが，現在ではグレ
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ヴァン美術館２３）になっていると思う。そして抒情的な小さなカフェが常連客を呼んでい

る… ダルシエール２４）がその店で歌っていた。

今日ではすっかり忘れ去られてしまった名こそダルシエールである。自分たちの父や

祖父が話すのを聞いた人のみが，彼を覚えているのみである。しかしながら，彼は正し

く名歌手だった。（図版 E）

今は亡きジョゼフ・プリュードム２５）の言の如く，「彼と知り合いではないが，知って

いる。」二十年ほど前，美味な夕食の後，何人かの芸術家が素晴らしい想い出を想起し

ながら煙草をくゆらしていた。ダルシエールの名が会話に出てきたのである… 「なん

と，あなたはダルシエールを知らんのですか，とオペラ座の比類なき歌手のフォール２６）

が突然叫んだ，それじゃあなたは最も偉大な歌手の一人を知らん訳ですぞ… ダルシ

エール！ なんたる魂！… 私は彼から大きな影響を受けています。彼の弟子ともいえ

ます… ああ！ 彼がピエール・デュポン２７）やギュスターヴ・マティユー２８）の作品を

歌ったのを聞かなかったとは… 「ジャン・レザン」Jean Raisin，「牛の群」les Bœufs，

「ルイ金貨」les Louis d’or，「樅の木」tes Sapins，「モーゼル連隊」le Régiment de la Mo-

selle，「さくらんぼ」les Cerises… ダルシエールと共にこれらの歌は頌歌のように偉大

になったんですぞ！… お判りいたゞけるよう説明しましよう…」とフォールは恍惚と

した目つきで，いつものように口の端に煙草をくわえ，一瞬も喫うことをやめず ――

見事な技術なのだが ―― 私たちに何時間にもわたってこれらすべての古い唄が如何

に感動的で，人間的で，また英雄的であったので，１８４８年の革命家たちが国立作業場

で合唱したのだ，と語ったのである。

ピアノを囲んで聞き惚れ魅了された私たちは，偉大なる芸術家フォールが自分の先生

のダルシエールの魂を喚起するのを熱心に聞きいったのである！… そして私たちの一

人 ―― アルマン・シルヴェストル２９）ではなかったろうか？ ―― が帰る途中で，

故ギュスターヴ・マティユーの詩人的な狂気について語ったのだが，フォールがその

「ジャン・レザン」を歌ったばかりだったのである。既に狂人となっていたギュスター

ヴ・マティユーは，帽子もかぶらず，ポケットにバラの木の若枝をつめこみ，セーヴル

やムードン３０）の森を駆け廻り，野バラに芽接ぎをしていたのは，後日，恋人たちが自分

たちの恋をそれで飾るためであった。（図版 F）
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＊
＊
＊

現在では，多くの定食のレストランがジュフロワ通りで営業している。左側に ――

私が子供だった頃，セラファン劇場が中国の影絵芝居を上演していた場所に［原注：「音

楽と手品の見世物」Spéctacle lyrico−magiqueがヨーロッパ式のバザールの地下にあっ

たが，今はセラファン劇場になっている（１８５８）。エティエンヌ・カルジャ３１）のコミッ

クな石版画が手品師ラファエル・マカルトを描いているが，隅の方に次のような注釈が

ついている。

「私はわが良き友ラファエル・マカルトを熱烈に推薦する。

「注目すべき知性と大いなる心づかいを有し，高名な技術を持った人物である。

ALP.・カール

（ニース，１８５８年２月１２日）］，カフェ コンセール（音楽の演奏やショーなども楽

しめるカフェ）のプティ カジノが営業している。右側は，有名なグレヴァン美術館の

入口が輝いている。（図版 G）

私はその回転ドアを押して入る。かくも多くの年月の後に青春のこれらの古き想い出

を再発見するのは，なんたる驚きだろう。私は再び見るのである，マルメゾン３２）にいる

ボナパルト，輿に乘られたローマ教皇，マリ アントワネット，ミラボー３３），キリスト

教の殉教者たち，アンリ・ブリソン３４），ポール デルレード３５），ルイ１７世と鼠たち，さ

らにまた縞のスカートをつけて微笑しているシャルロット・コルデにざっくりと喉を切

り裂かれたあの秀れたマラなどを… 私は悲劇の湯舟，ヴァンヌ３６）司教区の律義な司祭

の手紙が認証している銅製の「浴槽」Sabotを凝視した。私は友人たちにも出会う。メ

ネリク皇帝３７）の邸で非常に綺麗なカーキ色の衣裳を披露した赤毛のユーグ，『ファウス

ト』のマルグリットに扮したローズ・カロン嬢３８），とても色黒のモーリス・バレス３９），

大変痩せたフレデリック・マソン４０），長椅子に坐り，貞奴夫人４１）に色目を使っているガ

ブリエル・アノトー４２），彼女は日本のサラ ベルナールだ，怒り狂ったレオン・ボナ４３）

と口論している，とても無愛想なエドワール・ドターユ４４）とすれちがう… そして私が

その同じ夕べ，私の極めて親しい大家であり友人であるエドワール・ドターユに私の散

歩を話してきかせると，彼は私に彼の「人形」mannequinの冒険を物語ってくれたの

である…

「最初のうちは，うまくいきました… 単なる犯罪者のように，写真をとられ，型に
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いれられ，徹底的に測定されました。かつら師が私の髪についてメモをとり，髭の金色

の具合を調べました。かかりつけのシャツ屋，靴屋はすぐにも寸法をとりにくるつもり

でした。私は自分に瓜二つの人形に新しい本当に綺麗な三つ組の背広を提供さえしたの

です… 私の目と比べるために，私の前で「瞳の納入業者」fournisseur d’yeuxが袋か

ら青い瞳をとりだした時，至極当然ながら驚いたのですが，万事が私を楽しませてくれ

ました！… 最初の不運は美術館の開館の前日の総稽古の日でした。掏摸が私の洋傘を，

私のイメージである洋傘を盗んでしまったのです，「私たちの」洋傘を！ その翌日，消

えたのは私の「シルク・ハット」huit−nefletsだったのです。それらの代わりに，私の

盗人たちがどれほどつまらぬ雨傘と古くさいシルク・ハットに置きかえたかは，神のみ

ぞ知るです。私はそのため恥をかいてしまったのです。

「つづけてあの三つ組の背広が紛失しました。私の優雅さはみるみるうちに消失して

しまいました… 私は要求したのです，私の人形は除去してほしいと。私はチュニジア

総督の副官，聖なる役職に就任していたのですから…

「現在では，万事が順調です，美術館の管理が私を回復させました。あなたが御覧の

通り… 私はボナと議論しています… しかし私たちは稔りある議論ができるでしょう

か？… 私たちは職人たちの技巧を代えねばなりません！」

（続 く）
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ジュフロワ・アーケード通り

「パリ歴史散策」（８）

訳 注

１）Passage Jouffroy：第９区にあり，モンマルトル大通りとラ・グランジュ バトリ

エール街を結ぶ，長さ１４０米，幅４mのアーケード街。１８４５年に造成された時は私道

で，１８４７年に一般に開放されたこの通りは，アガド館の庭園の一部と，この庭園の東

側に沿ってモンマルトル大通り１０番地に面していた家の跡地に作られた。通りの名ジュ

フロは，この通りを完成させた協会長の名である。第一の長いギャラリーを曲ると，数

段の階段を降りてヴェルドー・アーケード街（長さ７５米，幅３．７５米）に繋がっている。

ヴェルドーもこの協会の役員の名であった。最初のギャラリーの入口は可成り薄暗い廊

下で，バザール・ヨーロピアンに通じている。このバザールの地下にセラファン劇場

théâtre Sérafinがあった。バザールでは後にプチ・カジノ Petit Casinoが開業した。

２）boulevard Montmartre：第２区と第９区を走る長さ２１５米，幅３５米の大通りで，

モンマルトル街とリシュリュー街を結んでいる。この通りは，ルイ１３世の城壁の濠跡

に造成されたもので，名前は近くのモンマルトル城門からとった。１７０５年に一応の完

成はみたのだが，その後も手入れや補修などが続いた。北側に２列，南側に３列の並木

が植樹された。ヴァリエテ座とパノラマ・アーケード街はここにあったモンモラン

シー リュクサンブール邸の大庭園の跡地に建設された。６番地にあったカフェ・マド

リッドは第２帝政初期に大流行した店で，多くの有名人が常連だった。７番地のヴァリ

エテ座は，ナポレオンが１８０６年６月８日付の法令で，劇場整理の対象から除外されて

営業を許可された８劇場のなかに入った。但しパレ ロワイヤルの現場から立ち退きを

命じられ，支配人モンタンジェ嬢の苦心の奔走により，この地で興行再開に漕ぎつけた

のである。オッフェンバック作『美しきエレーヌ』la Belle Hélène をオルタンス・シュ

ナイダーが演じて大成功をした。９番地のカフェ・デ・ヴァリエテ，１１番地の見世物パ

ノラマ，２３番地のダンス・ホール兼レストランのフラスカッティなど，パリ市民を多

く誘引した繁華街の一つになった。

３）この邸はロシヤの皇族 Tuffakineが所有していたが，後にトルコ大使館になった。

作曲家のボワルディユー（１７５５－１８３４）が１８２６年から３４年まで住んでいる。同じく

ロッシーニ（１７９２－１８６８）も１８２９年から３３年まで住んでいる。同じ頃にこの隣りのア
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パートにイタリヤ人の作曲家 Carafa de Colobrano（１７８５－１８７２）も住んでいた。この

建物は１８３５年に取り壊され，その跡地にジュフロワ・アーケード通りが造成されたの

である。

４）rue Drouot：第９区にあり，モンマルトル大通りとラ・ファイエット街を結ぶ，長

さ３１７米，幅１６米の道。この道路は，１７０４年からリシュリュー街の延長部に命名され，

その後も，１８４７年，１８５１年，１８５８年と順次北側に延長され今日に至った。ドルオは Louis

Antoine，comte Drouot（１７７４－１８４７）で，ナンシー生れの軍人でパン屋の息子だった。

メッツ砲兵学校を出て，大革命の戦いに参加，１８０８年にナポレオンの近衛部隊長に任

命され，ナポレオンと共にエルバ島に行き，島の総督になった。ワーテルローで勇戦

し，１８１６年の軍事法廷で無罪の判決を受けた後は，引退して静かな余生を送った。

この通りの１番地の邸に住んでいたショワズール公の妹グラモン公爵夫人は，恐怖政

治の時に処刑されている（１７９４）。また２番地の邸の住人の徴税請負人 Loageは７０歳

だったにも不拘，他の徴税請負人と同じく処刑されている。６番地のオニー館は１７４６

年から４８年にかけて徴税請負人のオニーのために建築された豪邸だが，ロベスピエー

ルの失脚後，大革命で親兄弟を処刑された人たちがダンス・パーティーを開き，お互い

を慰め合った事から，「犠牲者のダンス・パーティー」bal des Vietimesと呼ばれた。

５）rue de la Grange−Batelière：第９区にあり，フォーブール モンマルトル街とショ

シャ街を結ぶ長さ２４７米，幅１１．６９米の通り。１７世紀末にはバトリエ街として存在

し，１８４７年までフォーブール モンマルトル街とモンマルトル大通りを直角に曲って

連絡していた。しかしこの年にこの曲った部分などが分離され，ロッシーニ街とドルオ

街が新設されたのである。本文の記述はこの分離が一般に普及していなかったためと推

測される。その後，１８４６年，１８５１年と延長され，現在の姿になった。この通りの１０番

地の邸は株式仲買人タテ家の所有となった。アルフレッド・タテはミュッセの親友で，

彼のサロンにはミュッセをはじめユゴー，サント ブーヴ，アルベール，ジラルダン，

アラゴらが参集し，ロマン派セナークルの中心の一つになっていた。

６）François Habeneck（１７８１－１８４９）：北フランスのアルデンヌ県メジエール出身の

ヴァヨリニストで，音楽学校のコンサート協会長を務める傍ら（１８２８），オペラ座のオー

ケストラの指揮者をしていた。フランス人にベートーヴェンの交響楽を紹介したのも彼

である。ヴァヨリン曲も作曲している。

７）Guillaume Tell：ロッシーニ作曲のオペラの主人公。１３世紀末頃，スイスにいた
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という伝説的英雄。最初はバラードに歌われていたが，１７３４年から３６年にかけ J.R.Iselin

によって発表されたスイス民謡集の中に収録されている。これを題材にしたシラーの創

作で，この英雄が広く知られるようになる（１８０４）。弓の名人ウイリアム・テルが息子

の頭にのせたリンゴを射落すという有名な話はスカンディナヴィヤの伝説に起源があ

る。オーストリーの圧政とその体現者である悪代官ゲスラーの暴虐に敢然と反抗するテ

ルの姿に，パリ市民たちは当時のルイ フィリップの圧政に対する憤満を投影し，暴君

の最後を夢想したものと思われる。

８）Giacchino Antonio Rossini（１７９２－１８６８）：イタリヤのオペラ作曲家。父母も音楽

家だったが，下積みの人だった。彼は天賦の才に恵まれ，ボローニャでの学業を半ばで

放棄，１８歳から作曲に専心，１８１３年に『タンクレディ』Tancredi をヴェネチアで発表

し，最初の成功を得て，ナポリのサン・カルロ座の音楽指揮者に任ぜられた。１８１６年

ローマのアルジャンティーノ座で上演した『セヴィーリヤの理髪師』Il Barbier de

Sevilla は，初日こそ大失敗だったが，翌日からは大成功をおさめた。その後，『オセロ』

Othello（１８１６），『シンデレラ』Cendrillon（１８１７）などを発表，次第に名声があがり，

ロントン次にパリに招待され（１８２３），その後はパリに定住した。イタリヤ座支配人，王

立音楽学校総監督に任命される。１８２９年８月３日，シラーの原作をオペラ化した『ウ

イリアム・テル』をパリ・オペラ座で初演，大成功をおさめた。彼はこの傑作を最後に

３９年間に及んだオペラ創作をやめてしまう。ボローニャ，フィレンツェと移住した後，

再びパリに帰り，パッシーの自宅で歿した（１８６８．１１．１３）。彼のオペラは精緻な技巧と

天才的なメロディーで青春の明朗闊達な感情を爽快に歌いあげ，今日でも絶大な人気を

保っている。

９）Pesaro：ロッシーニの生れ故郷の港湾都市。アドリア海に注ぐフォグア川の河口

にあり，現在の人口は７５，０００人。海水浴場でも知られるが，１５世紀以降はマジョリカ

焼の産地として有名。

１０）Dabadie（１７９８頃－１８５６）：フランスの歌手。１８１８年に音楽学校に入学，『ヴェ

スタの巫女』la Vesta のシンナ役でオペラ座でデビューした。１８２１年には退職したラヤ

に代り主役を務めるようになる。１８３６年にオペラ座を辞してイタリヤに行き，数年間

を幾つかの劇場で出演した。ウイリアム・テル，オーベール作の『惚れ薬』le Philtre

の警官役を得意とした。脂ぎって肥満になってしまった彼の晩年は余り良い役もこな

かった。妻のルイーズはオペラ座の同僚で歌手だった。
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１１）Adolphe Nourrit（１８０２－１８３９）：父も有名なテノール歌手ルイ・ヌーリ（１７８０－

１８３１）である。父はアドルフを名門校サント バルブ校に送り，彼はそこで真面目に文

学を研究したが，音楽家としての天性が，父の跡を継がせた。父に劣らぬ新鮮で純粋で

優雅な彼のテノールは，１８２６年にオペラ座の第一テノール歌手として父の後を継ぐの

である。１８２１年９月１日，グルック作の『タウルスのイフィゲニア』Iphigénie de

Tauride の脇役ピラードでオペラ座にデビューした。得意の役は『ウィリアム・テル』

のアルノルド，『悪魔のロベール』Robert le diafle のロベール役などである。デュプレ

がデビューした後の１８３７年にオペラ座を退職，ナポリで歌手活動を再開しようとした

が果せず，宿泊先のホテルで投身自殺をした。

１２）Nicolas Prosper Levasseur（１７９１－１８７１）：パリ北方オワーズ県ブレールの出身。

農民の子だったが，天性の美声とその音感が，たまたま村を通りかかった観光客の耳に

ふれ，この少年を歌手として育成すべく，パリに連れて帰り，１８０７年の年末に音楽学

校に入学させた，という挿話がある。彼は抒情悲劇で一等賞をとり（１８１２），翌１３年に

『キャラヴアン』la Caravane でオペラ座にデビューした。その後ロンドンやミラノに

巡演，帰国後イタリヤ座に入り活動したが余りぱっとしなかった。彼が名声をつかむの

はロッシーニに見い出され，彼の『コリント包囲戦』Siège de Corinthe に出演した時で

ある。かくて有名なトリオ，ヌーリ，ファルコン，ルヴァスールが結成される。『オリ

伯爵』Le Comte Ory（１８２８），『ウイリアム・テル』（１８２９），『惚れ薬』（１８３１）などで，

ルヴァスールは天性の技巧と美声で聴衆を魅了した。次に『悪魔のロベール』のバート

ラム役で大成功をおさめる。１８４１年に音楽学校教授に任命され，舞台から完全に引退

する１８５２年まで教鞭をとった。晩年は主にドイツで過した。

１３）la cantate：イタリヤ語で cantata。歌曲又は歌謠曲と訳されるが，前者は宗教音

楽，後者は世俗音楽の時の訳語というべきか。ルネサンス時代のイタリヤのマドリガル

から派生した。歌謠曲としてのカンタータは，１７世紀から１８世紀のドイツで盛んに作

曲された。フランスでは，１６９０年から１７５０年にかけ愛好され，その後は神話をテーマ

にしたオペラや牧歌的オペラに転生した。

宗教音楽の歌曲としてのカンタータはドイツで大成功をおさめるが，バッハ以降は衰

微してしまう。１９世紀になると時局を歌う歌謠曲として，ロマン派や近代派の作曲家

たちに愛好され，ローマ賞をかけたコンクールも開催された。

１４）Hôtel Crozat：この名で呼ばれている館はパリに３軒ある。最初の建物は，第１
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区のヴァンドーム広場１７番地にある。１７０２年に建築家ビュレによって建てられたこの

館は，１７１９年にシャテル侯爵アントワーヌ・クロザ（１６５５－１７３８）が購入，それ以来，

クロザ館と呼ばれるようになった。彼は新大陸アメリカでフランス領としてルイジアナ

州を創設，この地の商業貿易の独占権を国王から授与され，巨万の富を築いた。彼は自

費でサン カンタン運河を建設し，交通運送の便を国家に提供している。この館は彼の

死後次男のジョゼフ アントワーヌ，パリ高等法院首席判事に贈与された。

第二のクロザ館は，第１区と第２区にまたがるリシュリュー街（長さ９９０米，最小幅

１２米）の９１番から９２番地にかけ，１７０６年に建築家カルトールによりアントワーヌの

弟ピエール・クロザ（１６６１－１７４０）のために建造された。彼は絵画の愛好家で，ワトー

のパトロンであった。彼のコレクションはロシヤのエカテリーナ２世が購入し，現在は

エルミタージュ美術館にある。この邸は彼の死後，次女に譲渡されるが，彼女が未来の

ショワズール公夫人である。この建物と土地は１７８２年に競売され，その時に建物は取

り壊された。

第三のクロザ館は第２区のボワルディユー広場にあり，１７０６年頃，建築家カルトー

ルによりピエール・クロザのために建造された。ピエールは「貧乏人」le Pauvreと呼

ばれていたが，これは兄アントワーヌとの比較で，パリ市民が冗談にしていたまでであ

る。彼も莫大な富を持っていた。その入口はリシュリュー街の９１番地から９３番地に面

し，広さはモンマルトル大通りに達していた。この邸宅は当時建築されていたリシュ

リューやマザランの邸宅に見劣りする事のない宮殿といってよい豪邸だった。クロザ

は，１７０９年に大通りの向い側に野菜畠を買い増している。彼はこの館に画家のワトー

を滯在させていた（１７１５）。彼の死後，甥のシャテル侯爵ルイ・クロザに譲渡されるが，

ルイは後にこの館をピエール・クロザの次女ルイーズ・オノリーヌに譲っている。彼女

は１６歳で，後にショワズール公爵となるスタンヴィル伯爵と結婚するが（１７５０），その

時彼は３１歳だった。従って文中のクロザ館はこの第三のクロザ館といえよう。

１５）Mlle Mars，本名は Anne Françoise Hippolyte Boutet（１７７９－１８４７）：フランスの

名女優。両親とも役者で，彼女は母の芸名をもらい，１３歳の時に子役として初舞台を

踏み，１７９９年にコメディ フランセーズに入団，長い間，生娘役を演じていた当代随

一の名女優だった。５１歳で，ユゴー作『エルナニ』の女主人公で生娘のドニャ・ソル

を演じて大成功を得ている。１８４１年に引退した。

１６）théâtre des Variétés：１８０６年６月８日付のナポレオン１世の布告により，この劇
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場はパレ ロワイヤルから退去しなければならなくなる。支配人モンタンジェ嬢は，当

時パノラマ園と呼ばれていた地所の地主の了承をとり，此処に新劇場を建設する。そこ

は現在のパリ第２区モンマルトル大通り７番地である。１８０７年６月２４日の柿落しで，

Desaugier作のヴォードヴィル le Panorama de Momus で開幕した。座席数１，６００で，

オーケストラ・ボックス前の最上等席は３．６フラン，階段桟敷の最後列の席は１．２５フ

ランだった。最初はドタバタ喜劇を賣り物にしていた。１８２９年以降，真面目な芝居を

上演しようと方向転換をはかったが，デュマ・ペールの『キーン』Kean（１８３６．８．３１．

初演）が成功したにすぎなかった。

そこでまた元に戻り，気のきいた軽喜劇を専門にし，Jenny Vertpréなどが人気を得

た。この劇場が繁昌したのは，オッフェンバックのオペレッタを上演してからである。

オルタンス・シュナイダー主演の『美しきエレーヌ』は大成功を博したが（１８６４年１２

月１３日初演），それにまさる大好評を得たのが，パリ万博が開催された１８６７年に上演

された『ジュロルシュタイン大公妃』である。主演女優オルタンスの楽屋には，万博見

物でパリを訪れた各国の元首たちが立ち寄り，賞賛と花束と贈物で彼女を包み込んだと

いう。この後も名優が多数出演し，ナポレオン１世，ルイ１８世，シャルル１０世，ルイ

フィリップらの君主も来場し観劇を楽しんでいる。

１７）Brunet，本名 Jean−Joseph Mira（１７６６－１８５１）：パリ生れの喜劇役者，名女形。父

は中央市場近くで宝くじの売店を出していた。彼の子供たちは同じ寄宿学校に入ってい

たが，将来は舞台に立つ事を夢みていた。１７９０年の法令で宝くじが禁止され，ブリュ

ネは役者で生きようと決心する。ルアンで２年ほど舞台に立ってから，パリのシテ劇場，

ついでパレ ロワイヤルのモンタンジェ嬢の劇場モンタンジュ・ホールに移ったが，こ

の劇場が近くのコメディー フランセーズのフランス座の公演を邪魔するとの口実で，

立退きを迫られ，前述の如く，ヴァリエテ座を新築して移転した。ブリュネはシテ劇場

に出演し，ヴァリエテ座が完成するとそちらに移り，この劇場の創立者の一人となった。

彼の名演は多くの贔屓客を誘引し，「ヴァリエテ座に行こう，いやブリュネの家に行こ

う」とまで言わしめたのである。彼は５０歳近くになってもシンデレラなどの女役を見

事に演じたといわれる。どんな役を演じても，その役の人物の本領を舞台に出現させた。

完璧な自然さで人物の真実を演じきった名優として，当時の第一人者だった。彼は舞台

から見物に来た君主たちを観察して言っている。ナポレオンはあまり笑わず，ルイ１８

世は大笑いし，シャルル１０世は微笑し，ルイ フィリップは爆笑したと。
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１８）Etienne Arnal（１７９４－１８７２）：ムラン生れの喜劇役者。１４歳の時に国民衛兵の少

年隊に入隊，ナポレオン１世のフランス戦役に参加，パリ防衛に当ったが，１８１４年の

敗北で軍人としての経歴は終ってしまう。王政復古時代にボタン製造工として働いたが，

演劇に魅了され，最初は悲劇役者たらんとしたが，悲劇の人物を演じているうちに，自

分の本領は人を笑わす喜劇役者にあると悟る。１８１７年ヴァリエテ座に入り，１０年ほど

務めたが芽が出ず，ヴオードヴィル座に移った（１８２７）。彼はデュベールとローザンヌ

という良き同僚に恵まれ，当時フランスで流行していたイタリヤの昔のファルスを演じ

大好評を得た。

アルナルは黒衣のジルに扮した。彼はその後ジムナーズ座にかわり，次にまたヴォー

ドヴィル座，ついでヴァリエテ座に復帰した。彼はモノローグに独創性を発揮，あまり

役柄は多くなかったが，その一語，一つの動作で，笑いを誘い，喜劇的に役を浮彫りに

した。頓間な亭主ジョクリスを再生した，といわれる。１８世紀の劇作家ドルヴィニー

作の劇『ジョクリスの絶望』le Désespoir de Jocrisse で，一杯くわさてだまされる間抜け

な亭主を指すようになった。

１９）Guilia Grisi（１８１１－１８６９）：ミラノ生れの歌手。父はナポレオン軍旗下のイタリ

人士官。姉 Giuditta（１８０５－１８４０）もまた歌手で，後にバルニ伯夫人となった。彼女は

姉と同じくその才能により幼少の時からミラノの音楽学校に入学を許された。音楽教育

の仕上げはボローニャで，この地の舞台でデビュー（１８２８），ロッシーニの Zelmira に

出演した。この時，彼女は１７歳だった。彫像のような美貌，豊かな声量，悲劇女優と

しての天賦の才が注目され，将来の大成を予感させるものだった。フィレンツェ，次に

ローマのスカラ座での Norma の上演で成功，１８２２年にパリのイタリヤ座に招かれ，１０

月１６日，姉と共に Sémiramide でデビューし，成功を得た。これ以後，彼女はパリに

定住する。彼女の当り役は，アンナ・ボレナ，『ドン・パスカーレ』のラ・ノリナ，『セ

ヴィーリヤの理髪師』のロジーナ，ジュリエットなどだが，姉 Guidittaはロメオを得意

としていた。晩年は人気が落ちかけたが，渾身の力をふりしぼって熱演，声の衰えを悲

劇女優の演技力でカバーし，聴衆を感動させた。

２０）Jean−Baptiste−Alphonse Karr（１８０８－１８９９）：１９歳でブルボン高等中学の教師に

なるが，教師生活になじめず，閑暇のうちに人生を送る事を夢想した。この生活からの

脱出をめざし，１８３２年『菩提樹の下にて』Sous les tilleuls を発表し好評を得，この縁で

「フィガロ」紙 Le Figaro に入社，１８３９年には編集長になった。この間にも創作を続け，
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『金曜日の夜』Vendredi soir（１８３５），『ジュヌヴィエーヴ』Geneviève（１８３８）などを発

表して人気作家となり，駅のキオスクでのベスト・セラー作家になった。しかしこれら

はすべて駄作で文学的価値は無い。彼の真価は，１８３９年に創作した月刊（後に不定期

になる）の小冊子『蜂』Les Guèpes で，政財界の大物や，文壇，画壇，音楽界などの有

名人や有力者を独得の諷刺をきかせた皮肉な文章で槍玉にあげ，この小冊子の洛陽の紙

価を高めたことにある（１８３９－４９）。田園生活を愛していた彼は，ノルマンディーのサ

ント アドレスに別荘を購入，ボート遊びや魚釣りを楽しみ，実際に蜜蜂も飼っていた。

１８５１年１２月２日のルイ・ナポレオンのクー・デタに反対し，ニースに移住し，ここで

もサント アデレスでの生活を再現した。『農園通信』Lettres écrites de mon jardin

（１８５３），『海辺にて』Livre de bord（１８７８－８０），『川釣りと海釣り』Pêche en eau douce

et en eau salée（１８８５）などを発表し，亡命志願者の優雅な余生を語っている。彼はノ

ルマンディーに移転する前は，当時は田舎だったパリ郊外のモンマルトルやサン トゥ

アンで暫く暮らしていた。

２１）Albert Grisar（１８０８－１８６９）：アンベール生れのベルギー人の作曲家。パリで音

楽教育を受けていたが，１８３０年の革命のため実家か破産し，中途退学しなければなら

なかった。生活のため数篇のロマンスを作曲したが，そのうちの一篇が名テノールのヌー

リの絶唱により，彼は幸運にも人気作曲家となった。彼はすぐ後にオペラ コミックに

編曲したヴォードヴィル『出来ない結婚』Mariage impossible を，１８３３年にブリッセル

で上演し大成功を博し，ベルギー政府から１．２００フランの年金を下賜された。パリに帰っ

た彼は数曲のロマンスを作曲し，優雅で親しみやすい才能を示した。更にオペラ コミッ

ク座で『サラ』Sarah（１８３６），『紀元千年』An mille（１８３７）を上演，一流作曲家への

道を着実に歩み始めた。しかし彼は自分の音楽教育の未完による知識の不充分さを自覚

していたので，ナポリに赴き，メルカダンテに就いて，作曲法などを学んでいる。この

努力の甲斐があって，パリに帰って発表した Porcherons（１８５０）は，優雅さと明晰さが

競い合った傑作となった。創意工夫に富んでかつ繊細な作曲家としてグリザールは多く

の作品を世に送った。代表作は『今晩は，パンタロンさん』Bonsoir, monsieur Pantalon

（１８５２），『素敵な雌猫』Chatte merveilleuse（１８６３）などである。

２２）François Adrienne Boieldieu（１７７５－１８３４）：フランスの作曲家。故郷ルアンでオ

ルガニストとして活動，最初の歌劇２篇（１７９３，９５．）は好評だった。パリに上京，オペ

ラ コミックを発表，特に「バクダッドのカリフ」La Calife de Bagdad（１８００）は大好
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評だった。家庭の不幸からパリを去り（１８０３），ロシアに行き，アレクサンドル皇帝か

ら王室礼拝堂監督に任じられ，またペテルブルクの王立歌劇団も指揮した（１８０３－１０）。

１８１２年に帰国，パリ音楽学校の作曲科教授となり，ロマン主義の先駆的作品「白姫」

Dame blanche（１８２５）を世に送った。

２３）Musée Grévin：グレヴァン蝋人形館。第１０区のモンマルトル大通りの１０番地

に，クレヴァンによって１８８２年に創設された。歴史的場面やマジックミラー，手品師

のいる幻想室などがある。政治，芸術，スポーツなど各界の偉人，有名人の等身大の蝋

人形が展示されている。学校の休校日に開館。なほ第１区のホーラム・デ・アールに新

館が開設されている。ここではユゴーやロートレツク，ジュール・ヴェルヌ，エッフェ

ル塔やその建設者のエッフェルなど主として１９世紀後半のベル・エポック時代の人物

などが展示されている。

創設者の Alfred Grévin（１８２７－１８９２）は有名な戯画作家で，「愉快新聞」le Journal

amusant に毎週パリ市民の典型的な人物のカリカチュアを発表していた。またエルネス

ト・デルヴィリーと共作で三幕物の劇作 le Bonhomme Misère を１８７７年にオデオン座で

上演，まずまずの成功を得た。またユアールと共同で『パリの女性たち』les Parisiennes

という一種のアルバムを発表したが，これは彼が新聞紙上に発表したカリカチュアの傑

作集である。しかし彼の名声を確実にした事は，前記のグレヴァン美術館の創設であっ

た。

２４）Darcier，本名 Joseph Lemaire（１８２０－１８８３）：パリ生れの歌手，作曲家。姉クレ

マンティーヌ（１８１８－１８７０）も歌手だった。彼の最後のシャンソンは『サン ジャック

塔』Le Tour Saint−Jacques だった。１８８０年にゲーテ座で，人々は慈善公演を行い，そ

の利益金により，ダシエールは晩年を平和に暮せた。彼は何人かの有名な歌手，ルメー

ル，イスマエル，リオネ兄弟，テレサなどを育成している。

２５）Joseph Prudhomme：作家アンリ・モニエ（１８０５－１８７７）が創作した作中人物

で，愚鈍なブルジョワの典型。太鼓腹をつきだしてふんぞり返り，薄くなった髪をぴっ

たりなでつけ，鼻眼鏡に燕尾服，編み上げ靴をはき，空疎な大言壮語を全く反省もなく

喋りまくる俗物である。

２６）Joseph Baptiste Faure（１８３０－１９１４）：中部フランスのアリエール県の県都ムラ

ンの生れ。早くからパリに上京，マドレーヌ寺院の聖歌隊に採用され，１８４３年から５２

年まで音楽学校の授業をうけることができた。卒業して，変声期の間は，生活のためダ
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ンス・ホールでコントラバスを演奏していた。変声期が終ったある朝，彼は自分の声が

従来のボーイ・ソプラノから見事なバリトンになっている事を発見したのである。歌手

としてのデビューは，１８５２年１０月２０日，オペラ コミック座の「ラ・ガラテ」la

Galatée（ヴィクトール・マセ作曲）のピグマリオンの役だった。その後次第に注目さ

れるようになり，１８５８年の「カンタン・ダワード」Qnentin Durward（M.ジヴァエー

ル作曲）や，「プロエルメルの許し」Pardon de Ploérmel（１８５９年，メイエルベール作

曲）で成功した。しかし彼は本格的な歌手としての成功を狙ってオペラ座の桧舞台に

立った。１８６１年１０月１４日，ポニアトウスキー作の「ピエール・ド・メディシス」Pierre

de Médicis のジュリアン役でデビューし，聴衆の拍手で迎えられた。その後は順調に成

功をかさねヨーロッパ随一のバリトン歌手となった。ロッシーニ作「モーゼ」Moise，

ヴェルディ作曲「ドン・カルロス」Don Carlos などが彼の当り役であった。１８５７年３

月，音楽学校の歌曲教授に任命されている。

２７）Pierre Dupont（１８２１－１８７０）：リヨン郊外に生れたシャンソン作曲家兼歌手，詩

人。母を幼少の時になくし，名付け親の司祭に育てられた。彼はデュポンを聖職者にし

ようとしてラルジャンティエール神学校に送った。しかしデュポンはここを出て，リヨ

ンで絹織工場の職人，ついで銀行員となった。祖父の家で詩人のピエール・ルブランを

知り，ルブランは彼を文学の道に先導したのである。彼は既に書き上げていた『二人の

天使』Les Deux Anges をルブランに読んできかせた。ルブランはこの作品の素晴しさに

感動，予約購読を募集し，この予約金でデュポンはこの作品を出版することができた

（１８４２）。アカデミーも注目し文学賞を与えたこの歌曲で，デュポンは一躍して有名作家

になった。彼はアカデミーの辞書編集の助手に採用される。しかしペン一本で生活でき

る自信がついた時，彼はこの職を辞し，創作に専念するのである。新鮮な独創性，素朴

な田園感情に溢れた彼の作品「牛の群」「若い母」「葡萄園」など，すぐに人々の愛唱す

る所となった（１８４５－４６）。デュポンはまた社会の現実，労働者たちの悲な生活を歌っ

た政治的晢学的作品も多くあり，これらは政治歌曲 chansons politiquesとして分類さ

れる。１８５１年のルイ・ナポレオンのクー・デタを目撃したデュポンは，共和主義的，社

会主義的な政治作品を公表するのを避けるようになり，半分引退のような生活に入る。

この間に「さまよえるユダヤ人の伝説」Légende de Juif érrant を創作している。彼の作

品は『歌曲とシャンソン』Chants Chansons として集大成された（１８５２－５４）。

２８）Huges Antoine Gustave Mathieu（１８０８－１８７７）：フランス中部ニエーヴル県の県
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都ヌヴェール生れの詩人，シャンソン作家。ブルジョワジーの旧家の生れで，故郷で充

分な教育を受けたが，冒険好きの熱血漢だった彼は，２０歳の時にル・アーヴルで船員

となり，何度も世界一周をし，最後には太平洋でコルセール船の船長を務めた。帰国後

は画商となり，商売のかたわら創作にあたり，「大きな沼」Grand étang の伝説を歌っ

たシャンソンで有名になった。続いて発表した『牧人と粉ひき女』le Pâtre et la Me-

unière，『ボヘミヤン』la Bohémien，『ジャン・ラザン』Jean Rasin などで，名声を不

動のものにした。彼はこの間に評論家で詩人のオーギュスト・リュシェ（１８０９－１８７２）

と知り合った。マティユーの熱烈なファンだったリュシェのおかげで，彼はランスの大

商社のパリ代理人になり，パリ市民に自分の歌で有名にしたワインを提供し続ける。

「ジャン・ラザン」紙（後に年鑑）を発行，リュシェがその紙上に陽気なユーモア溢れ

る記事を発表した。彼もこの紙上に『雄鶏の唄』le Chant de coq を発表するが，この作

品は情景描写と祖国愛の傑作である。１８７２年にこれまでの作品を編集して出版，その

後はフォンテーヌブローの森の一偶に隠退した。

２９）Paul Armand Silvestre（１８３７－１９０１）：パリ生れの文学者。法曹家の父は彼に法

律を学ばせようとしたが，彼はエコル・ポリテクニックに入学，１８５９年に卒業と同時

に士官となるが，戦闘に従事したのは１８７０年から７１年の間のみで，後は創作に専念し

た。１８６９年に財務省に入省，１８９２年には美術監察官となった。処女詩集『今古調』Rimes

neuves et vielles（１８６６）は，ジョルジュ・サンドの序文付きだった。彼はその後も何冊

かの詩集を発表，１８６６年から７１年にかけて詩の全集を刊行した。シルヴェストルはま

た「ジル・ブラス」紙をはじめ多くの新聞雑誌に美術評論や文学批評を発表し，数篇の

劇作や喜劇，オペラ台本も書いている。

３０）Meudon：パリ南西約１０粁にある町で，森の台地の斜面に位置している。ルイ

１５世の愛人ポンパドゥール夫人が庭園と邸を造営し，国王もしばしば訪れた。１７５７年，

国王は彼女から庭園も邸も買い取り，設備を拡大充実させたので，王女たちも好んで滯

在したが，大革命の時に掠奪破壊され，後に国有財産として競売され，昔日の面影は無

い。しかし住宅地としては，昔から文人たちに愛好され，ロンサール，アンブロアーズ・

パレ，ラブレー，ルソー，バルザック，ワグナー，マネなどが住んだ。現在では国立天

文台，モリエールの妻だった女優のアルマンド・ベジャールの邸を含む芸術・美術博物

館，ロダン美術館などがあり，学術文化の香気を漂わせている。さらに１，１５０ヘクター

ルに及ぶ広大な森林が，起伏に富む大地に広がっており，パリ市民の格好の散策地になっ
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ている。セーヌ川のスガン島やサン ジェルマン島からムードン市街やセーヌ川峡谷，

さらにパリを遠望できる海抜１５３米の「絶景」Bellevueテラスと共に，このムードンの

森のテラスも美しい眺望を与えてくれる。

３１）Etienne Carjat（１８２８－１９０６）：戯画作家，文学者，写真家。フランス東南部アエ

ン県ヴィルヌーヴ近郊の生れ。最初工業デザイナーとして出発したが，１８５４年に戯画

に転向，『都会劇場』Théâtre à la Ville というリトグラフのシリーズを企画刊行した。有

名な俳優や歌手たちが，ヌードで戯画化され，大衆は大いに楽しんだのである。１８５６

年，シャルル・バターユとアメデ・ロランという若い優秀な協力者を得て，「対話」紙

le Dialogue を創刊，この紙上に，文壇，学会，劇壇などの有名人を登場させた。その

うちの傑作肖像はジュール・ジャナン，テォフィル・ゴーチエ，ヴィクトール・ユゴー，

ラマルティーヌ，ティエール，ロッシーニ，ベルリオーズ，ヴェルディ，オッフェンバッ

ク，ドーミエ，フレデリック ルメートルなどなどであった。その他，世情の些事，事

件，挿話などが描かれ，当時の社会を知る貴重な風俗資料となっている。また写真でも

優秀な技術家で，多くの写真展で受賞，１８６１年のロンドン，１８６２年のベルリン，１８６３

年，１８６４年のパリ，１８６７年の万博で受賞している。

３２）正確には Rueil−Malmaison：パリ西方オート セーヌ県ナンテール郡の郡庁所在

地で，現在の人口は約６３，０００人。国立博物館とジョゼフィーヌの館がある。１７世紀に

建築された邸を気に入って，ジョゼフィーヌは１７９９年に買収し，名建築家のペルシエ

とフォンテーヌに依頼し翼棟とヴェランダを増築した。第一統領となったナポレオンは

しばしばこの邸に宿泊，優雅な魅力をたたえたジョゼフィーヌと過した。６００着の服を

持っていたといわれる彼女は，日に何度も着替えたと伝えられる。二人は最も幸福な結

婚生活をこの邸で送った。ナポレオンと離婚した（１８０９）後も，彼女は此処に住み，こ

こで死去した（１８１４．５．２９．）。セント へレナ島に流される直前，ナポレオンは一人で

此処を訪れている（１８１５．６．２９）。この邸はその後多くの人の手に渡ったが，１９０４年に

国に寄贈された。ナポレオンやジョゼフィーヌ関係の遺品や資料が菟集され，博物館と

して１９０６年に開館した。庭園のバラが美しい。

３３）Honoré Gabriel Victor Riqueti, comte de Mirabeau（１７４９－１７９１）：フィレンツェ

出身の南仏の名家で，１６８５年に爵位を得た。幼少の頃から抜群の知性と情熱的性格を

持つ南仏気質の快男子ならぬ怪男子だった。１８歳で騎兵連隊に入り，コルシカ遠征に

参加（１７６８－７０），除隊後クリニャン侯の娘と結婚させられるが，莫大な持参金を放蕩
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生活で乱費，息子の不行跡を矯正しようとして，父は息子の拘引状を申請し，彼をイフ

島に監禁させた（１７７４）。翌７５年にスイス国境近くのポンタルリエのジュー砦に拘禁さ

れていた時，砦の司令官の妻ソフィー・ド・リュフェ（彼女は後に自殺する）を誘惑し

て脱走，スイスからアムステルダムに辿りつき，彼はそこの出版社に務め生計をたてた。

ブザンソン法廷は欠席裁判により，ミラボーに対して，誘拐と姦通罪で死刑の判決を下

した。１７７７年，犯人引渡しの法により，彼とソフィーは本国に送還され，彼はヴァン

センヌの牢に，彼女は修道院に幽閉された。彼はこの牢に４２か月間拘留されるが

（１７７７－８０），この期間に有名な『ソフィーへの手紙』Lettres à Sophie（１７９２年刊行）

や，『封印状及び国家刑務所試論』Essai sur les lettres de cachet et les prisons d’Etat

（１７８２）などを執筆した。１８２０年１２月，父の許しを得て釈放され，ソフィーと別れ，死

刑判決の無効を獲得（１７８２．９．），別居中の妻との復縁を要請，その雄弁は法廷を驚した。

しかしエクス高等法院は彼の要請を却下したため，生活費を稼がなければならなくなり，

文筆生活に入った。父親の横暴の犠牲者としてミラボーは，一般庶民の同情を買って，

一種の人気者になった。イギリスに滯在して（１７８４－８５），議会政治を研究，帰国後は

その研究成果をパンフレットとして刊行，政治生活に入った。また政府の密使としてプ

ロシャに派遣され，フレデリック大王の治政について報告している（『プロイセン王国

論』De la Monarchie prusienne sous le Grand Frédéric，１７８８）。

フランス大革命という彼の活躍の舞台が出現する。三部会の貴族部会に立候補しよう

としたが，南部の貴族たちに拒否されたため，彼は第三身分の議員に鞍替え立候補，エ

クスとマルセーユの２選挙区からトップ当選を果し，第三身分部会のリーダーとして活

躍する。彼はイギリスの議会制度とモンテスキューの『法の精神』の三権分立を，フラ

ンスにおいて実現する，という明確な政治理想を持っていた。自由を基盤とし，王権は

議会を無視せず，議会は王権を否認しない，憲法に基く公正穏健な立憲王政が彼の目標

だった。彼は自分の主張を理解してもらおうと宮廷側と接触したが，彼のこのような行

為は人民を裏切る反革命的行為だと，反対派から告発される。彼の努力に対し，国王は

全くの善意から彼の個人的借財を肩代し，更に年金を支給した事も，彼が国王から買収

されたという攻撃の口実となった。しかし彼の人気はこのような非難に対してほとんど

無傷だった。立憲王政樹立に向って努力している最中，彼が病歿した時（１７９１．４．２），

パリ市民たちはこの破天荒な怪男子のために熱い涙を流したのである。

３４）Eugène Henri Brisson（１８３５－１９１２）：ブールジュ出身の政治家。パリで弁護士，
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ジャーナリストをした後，１８７１年の国民議会議員に当選。極左派に属し，パリ・コミュー

ヌ分子の釈放を要求した。何度も下院議長を務め（１８８１，１８９４，１９０４，１９０６），また首

相になり（１８８５－８６，１８９８），２度目の首相在任中にドレフュス事件の再審を決定し，無

罪釈放への道を開いた。しかしこの決定に反対する閣僚たちとの軋轢のため首相を退陣

した（１８９８．１０）。彼は第３共和政時代の反教会派のリーダーの一人であった。

３５）Paul Déroulède（１８４６－１９１４）：パリ生れの政治家，文学者。１８７０年の普仏戦爭

に志願兵として参戦，終生ドイツに対し復讐の怨みを持ち続けた。敗戦後に『兵士の歌』

Chants du soldat（１８７２），『行進とラッパ』Marches et sonneries（１８８１），『武装解除』Le

Desarmement（１８９１）など一連の愛国精神を鼓吹する詩を発表し，次に自ら「愛国者同

盟」Ligue des patriotes を創設（１８８６－１９０８），右派勢力のリーダーとして政界に乱入し

た。ブーランジェ将軍を支持し，国粋愛国運動と対独復仇戦をさけんだ。急死したフェ

リックス・フォール大統領の葬儀の翌日（１８９９．２．２３．），第３共和政打倒のためのクー・

デタを企てたが失敗，１０年間の国外追放処分をうけた（１９００）。彼はスペインに亡命し

たが，１９０５年の恩赦で帰国，その後も対独復讐戦の準備に晩年を送った。

３６）Vannes：フランス西部ブルターニュ半島先端の南側にあるモリビアン県の県庁

所在地，人口約１９３，０００人。商工業の中心であり，多くの記念建造物，大聖堂，教会が

ある。司教区になったのは５世紀の事である。国王フランソワⅠ世の故郷でもある。

３７）MénélikⅡ（１８４４－１９１３）：エチオピア帝国の版図を拡大，国民の近代化を進め

た皇帝。イタリアの武力を利用して対立していたテオドロス２世を敗死させ，更にヨハ

ネス４世を破り，エチオピア全土を手中にし皇帝に即位した（１８８９）。１８８９年５月２日

にイタリヤと締結したユシアリ Ucciali条約の解釈を廻ってイタリヤと対決，１８９６年３

月１日，アドア Adouaの戦いでイタリヤ軍を破り，エチオピアの独立を承認させた。彼

は貴族の特権や奴隷制を廃止し，公共教育を推進。ジブチ Djiboutiとアジス アベバ間

の鉄道建設をフランスに依頼した。病気になった彼は，１９０９年に孫に皇位を譲ったが，

この帝位はタファリの元首 rasのハイレ・セラシエに簒奪されてしまう。

３８）Rose Meunier Caron（１８５７－１９３０）：パリ生れの歌手。１８７５年に音楽学校に入学。

７８年に卒業後，多くのコンサートに出演して成功，ピアノ伴奏者カロンと結婚し，し

ばらく舞台から遠去かっていた。１８８２年にブリュッセルで契約し，モネ劇場に出演し

成功をおさめた。Sigurd のブリユタヒルドが彼女の当り役だった。パリの音楽アカデ

ミー院長が，この役をパリで演じてほしいと提案した時，Sigurd の作者 Reyerは，カ
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ロン夫人をオペラ座に出演させる事を條件にした。１８８５年の彼女のオペラ座デビュー

は大成功で，以後，彼女は抒情的舞台のスターになった。『ファウスト』のマルグリッ

ト，『ユグノー』のヴァランティーヌに扮した彼女は，比類無き純粋さと悲劇女優とし

ての才能を発揮した。１８８７年１２月，オペラ座の支配人の不注意からカロン夫人のコン

クール契約が反故になり，怒った彼女はブリュッセルのモネ劇場と出演契約し，パリを

立ち去った。この事がヴェルディーに『オテロ』上演を断念させる。彼は彼女しかデス

デモナを歌えないから，と断言したのである。カロン夫人は，１８８６年に離婚していた

が，舞台名はそのまま使用した。

３９）Auguste Maurice Barrès（１８６２－１９２３）：フランス東部ヴォージュ県シャルムの

生れ。テーヌとルナンの影響を受け，２０歳でパリに上京，『自我崇拝』Culte de mois の

題名の下の三部作『蛮族の目の下で』Sour l’oeil des barbares（１８８８），『自由人』Homme

libre（１８８９），『ベレニスの園』Le Jardin de Bérénice（１８９１）を発表し，作家としての

地位を固めた。普仏戦争での祖国の敗北と無残に敗走するフランス軍の惨状を目撃した

幼年時代の体験が，自我の確立により祖国の独立と民族の誇りを堅持せんという信念を

彼に与えたのである。創作活動のかたわら，バレスはデルレードらの主張する国粋主義

的運動に共鳴して参加，ブーランジェ将軍擁立のリーダーとして活躍，同時に対独復仇

の愛国主義者として政界に登場したのである。ブーランジェ将軍支持者として，１８８９

年ナンシーから代議士として選出され，一時議席を失うが，パナマ運河疑獄事件，ドレ

フュス事件など，世紀末の混乱を象徴する大事件に際し，伝統的保守派，右翼陣営の論

客として活躍，特にドレフュス事件においては，フランス陸軍の伝統を擁護する立場か

ら愛国者，国粋主義者として反ドレフュス派の指導者になった。１９０６年にアカデミー・

フランセーズの会員となり，同年パリ選出の代議士として終生愛国精神と伝統的フラン

ス精神の堅持を主張した。フランス・ナショナリズムの思想を，創作と政治の両面にお

いて実践した先駆的思想家であった。彼は多くの作品を残したが，第一次大戦中に執筆

した『大戦通信』Chronique de la Grande Guerre（１９１４－２０，１４巻）と，死後出版され

た『わが手帖』Mes Cahiers（１４巻）は，バレスの内心の記録として重要である。

４０）Frédéric Masson（１８４７－１９２３）：パリ生れの歴史家，伝記作家。外務省図書館長

として勤務のかたわら，利用できる膨大な資料を参照し，主としてナポレオン関係の著

作を発表した。代表作は『ナポレオンとその家族』Napoléon et sa famille（１８９７－１９９１，

全１３巻）である。その他『ナポレオンと女性たち』Napoléon et les femmes（１８９３），『離
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婚されたジョゼフィーヌ』Joséphine répudiée（１９０１）などがある。１９０３年アカデミー・

フランセーズ会員となり，１９１４年には終身書記に選出された。

４１）川上貞奴（１８７１－１９４６）：女優，本名小熊貞。川上音次郎（１８６４－１９１１）の妻で

欧州を巡業した最初の日本人女優。帝国女優養成所，川上児童劇団を創設，後進の育成

に務めた。彼女は特にパリで大人気で，社交界や政・財界の大物たちが彼女のファンに

なった。

４２）Albert Auguste Gabriel Hanotaux（１８５３－１９４４）：北仏エーヌ県ボールヴォワー

ル出身の政治家，歴史家。１８７９年に外務省に入省。ガンベッタやフェリー内閣の官房

長官を務め，次にメリーヌ内閣で外相となった（１８９６．４．－１８９８．６．）。仏露同盟成立に

努力，ニコラス２世のパリ訪問を実現した（１８９７．１０．）。またチュニジア，アフリカ，ア

ジアにおけるフランスの権益の確保に貢献した。ヨーロッパではドイツとの和解を推進

した。１８９８年に退職した。この間彼は著述に専念，多くの歴史書を書いた。代表作は

『リシュリュー枢機卿伝』Histoire du cardinal de Richelieu（１８９３－１９４７），『現代フラ

ンス史』Histoire de la France contemporaine（１９０３－０８）など。１８９７年にアカデミー・

フランセーズ入り。

４３）Léon Bonnat（１８３３－１９２２）：バイヨンヌ生れの画家，デッサン画家。初めマド

リッドで，次にパリで画を学び，最初は宗教画を描いていたが，後に肖像画家に転じ，

第三共和政時代の有名人の多くの肖像画を創作した。ティエール，ジュール・フェリー，

ユゴー，ルナン，パストゥール，テーヌなどである。彼はクールベの写実主義の伝統を

守り，アカデミックな手法で微細な描写を得意とした。彼は多くの見事なデッサン画の

菟集を国家に寄贈した。故郷のバイヨンヌには彼の名を冠したボナ美術館がある。

４４）Edouard Detaille（１８４８－１９１２）：パリ生れの戦争画家。メソニエに学び，特に戦

争画を描いた。英雄的感傷的場面を微細かつ正確に描いて，臨場感を表現した。代表作

は「レズーヴィルの夕べ」Soir de Rezouville（１８８４），「夢」Le Rêve（１８８８）。彼はまた

優秀な挿絵画家でもあり，代表作は「フランス軍」L’Armée française（１８８３，A.de.Neu-

ville作）。
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G. ROSSINI VERS 1829. LE BOULEVARD MONTMARTRE VERS 1845.
Becqnet frères, Iitho

（図版Ａ）
１８２９年頃のロッシーニ （図版Ｂ）１８４５年頃のモンマルトル大通り

F. HABENECK.
L. Massard, del. et sculp.

（図版Ｃ）アバネック氏
ENTRÉE DE L’HÔTEL AGUADO. M•L.Pannier, sc.
Actuellement Mairie, rue Drouot.

（図版Ｄ）アガド邸の入口
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LE PASSAGE JOUFFROY VERS 1869.
Rivière, lith.

L’ESTAMINET LYRIQUE AU PASSAGE JOUFFROY.

（図版Ｅ）１８６９年頃のジョフロワ街 （図版Ｆ）ジョフロワ街のカフェ

BOULEVARD MONTMARTRE. A. Lepère, del. et sc.

（図版Ｇ）モンマルトル大通り
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（追 記）

（１）本稿は，Georges Cain著 Le long des Rues（Flammarion社，１９１２年刊）から，訳

者の興味をそそった章を訳したものである。原題の意味は，「通りに沿って」，で

あるが，パリの歴史に言及している箇所が多いので，「パリ歴史散策」と意訳し

てみた。テキストをよりよく鑑賞する一助として，人名，地名などの解説として，

訳注を補足してある。お役に立てば幸甚である。

（２）翻訳にあたり，主として利用させていただいた文献のみ記し，謝意を表したい。

イ）「十九世紀ラルース大辞典」

ロ）「岩波西洋人名辞典」

ハ）「世界美術辞典」（新潮社，昭和６０年刊）

ニ）「フランス文学辞典」（白水社，１９７４年刊）

ホ）北島広敏著「パリの橋」（グラフ社，昭和５９年刊）

ヘ）J−P.Clébert：Les Hautes lieux de la littérature française，（Bordas社，１９９２

年刊）

ト）J.Hillariet：Connaissance de vieux Paris.（Princesse社，１９５４年刊）

チ）J.Hillariet：Dictionnaire historique des rues de Paris（Minuit社，１９８５年刊，２

巻）

リ）Félix et Louis Lagare：Dictionnaire administratif et historique des rues et

monuments de Paris（Maisonneuve et Larose社，１９９４新刊）

ヌ）村松嘉津著「巴里文学散歩」（白水社，１９５８年刊，２巻）

ル）宇田英男著「誰がパリをつくったか」（朝日新聞社，１９９４年刊）

オ）ミシュラン社編「パリ」（実業之日本社，１９９１年刊）

ワ）河盛好蔵著「パリ物語」（角川書店，昭和３４年刊）

カ）新倉俊一他共著「事典・現代のフランス」（大修館書店，１９７７年刊）

（３）前号に校正ミスがありました。下線のように訂正して下さい。

p．１４．下から２行目 クリュニー教会
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